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幻の新座市議会報告第213弾！

予算案に反対！！

本名たかむらともや
東京青山生まれ。
新宿区立西戸山中
石神井高、北海道大
庭球部卒。
　1977年新設の新座
五中に赴任、新座五

中・六中・二中で国語・数学・英語・理科・
体育と複数の教科を教える。担当した部
活も複数で、軟式テニス・硬式テニス部
バスケット部、柔道部、サッカー部、手芸
部などの顧問をやる。
　石神のたかやん塾には現在、小中高大
の子ども達が在籍している。
小さい頃から「遊びの天才」と呼ばれてい
たので、今でも子ども達と遊ぶことにかけ
ては誰にも負けない。上の写真の球技大
会ではバスケット・バレーボール・ドッヂボ
ール・ハンドボール・サッカーと中高大の
子ども達と一緒に遊びまくった。
　写真は黒目川を散歩中の我が家の三人
青はウクライナの空、黄色は小麦の色

　市民と語る会は令和4年度一般会計予
算に反対しました。財政調整基金を75
億も貯めこみながら、高校生の医療費
助成や多くの障がい者への支援、そし
て困窮家庭の小学生に対する支援など
を削減した予算だったからです。
　この予算の採決前に共産党から「予
算の組み替え動議」が出され、削減さ
れた多くの福祉・教育予算を財調の一
部を取り崩すことで復活しようとした
のですが、政和会・公明党・由臨会の
反対で否決されました。
　そして、一般会計予算に対する討論
では共産党と市民と語る会が2人ずつ反
対討論、公明党と由臨会が1人ずつ賛成
討論をして、可決されました。
　討論の数では勝っていたのですが、
起立の数で負けました。（泣）
　一般会計予算に対して誰が何を語っ
たのか、黙っていたのか”新座市議会
インターネット中継”で確認してくだ
さい。
　その後、値上げが厳しい「国保の特
別会計予算」「後期高齢者特別会計予
算」「後期高齢者特別会計予算」「新
座駅北口土地区画整理事業特別会計予
算」「大和田・二三丁目土地区画整理
事業特別会計予算」にも反対。
　国保は今でも高い保険料です。本来
国が半分持つはずが、4分の1しか持た
ないから市が2億とか4億とか補填しな
ければならないのです。国が悪いんで
すよ。区画整理に関しては、新座駅周
辺に区画整理が集中しているので反対
しました。今でも満杯の大和田小、二
中にこれ以上児童・生徒が集まったら
大変です。一か所集中はダメです！

スーパー公園で行われた、たかやん塾
の球技大会。滅茶苦茶面白かったわ。

自宅・塾　042－456－8869

takayanchan@outlook.jp



新学期

　4月になって、久しぶりに駅に立つことが
できました。新学期の子ども達は少し緊張
しながらも、みんないい笑顔でした。
　特に高校1年生、大学1年生、そして社会
人1年生の子達は新しい第一歩を踏み出
しているようで僕までドキドキしました。
　昔から3月は嫌いですが、4月は大好き
です。新しい子ども達との出会いがあるか
らです。そして、子ども達は勿論、大人だ
って「今までの自分とサヨナラして、新しい
自分になろう」と張り切る、それが4月。
　NHKのラジオ講座などにも心機一転で
取り組む。それも4月ですね。
　初めて担任を持つ先生達も自分のクラ
スの子ども達の全員の顔と名前を一日で
覚えて、初めて学級通信を書いて、いいク
ラスにするぞ！と誓うのも4月です。
　みんなが変わるチャンス！！
来月もこの笑顔に会うのが楽しみ！　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

先生の目３
　僕は中学校1年生の終わりまで、勉強が
全くできませんでした。
　部活動も1学期はバスケット部、2学期は
バレー部、3学期はテニス部と滅茶苦茶で
す。何をやっても長続きしない子がいたと
しても、僕のような子はいないでしょう。
　授業中は隣の女の子と話ばかりして、全
く集中していなかったのでテストが出来な
くて当たり前でした。
　そんな僕を救ってくれたのが二人の先生
でした。テニス部顧問の白浜芳志と担任
の河合隆慶の二人です。
　白浜先生は1年の3学期に入ってきた僕
のテニスの可能性を見つけてくれました。
　「高邑は手首が柔らかくて器用だな。」と
色々なサーブを教えてくれたのです。
　僕は2年生の1学期にはレギュラーに抜
擢されて団体戦で優勝。半年後の新人戦
では個人・団体で1ゲームも落とさず優勝
し、新宿区のチャンピョンになりました。
　僕は生まれて初めて全校生徒の前で表
彰されたのです。
　そのタイミングで「高邑君、一緒に勉強し
よう！」と誘ってくれたのが隣の席のリエ
ちゃん。学年で一番綺麗だったリエちゃん
から勉強を誘われて、僕は俄然やる気に
なりました。
　それを見逃さなかったのが担任の河合
隆慶でした。河合先生は2年3年と僕を担
任してくれ、僕の学力を更に伸ばしてくれ
たのです。
　そんな僕が親友の純と二人で貨幣〇〇
をやった時も、先生は職員室の片隅に僕
らを呼び、お茶を出しながら「俺はお前達
が好きなんだ。」と言って、他の先生達に
分からないように僕らを泣かせ、親にも誰
にも知らせず、僕らを改心させました。
　河合隆慶のお陰で僕らは無事に高校に
合格。気がつけば純は都立高校の体育
教師に。僕は五中の理科の教師になって
いました。二人の「先生の目」が僕の人生
を変えてくれたのです。


